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▲外国語指導助手
　ジョナサン・ローアさん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕にとって、日本に初めて来た時から長い３年間が経ってい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。英語では「Time flies when you're having fun」（楽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しい時間を過ごせば、時間が飛ぶ）と言います。日本でたくさ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん面白い体験ができましたが、まだ慣れない日本の習慣があり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ます。日本人はとても親切だし、日本料理はうまいです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、苦手な事もあります。一番問題のあるところは、　「寒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い」事です。僕の出身地は西条市より寒くても、アメリカの建
　物の中はいつも暖かいです。日本では初めて冬の寒さに驚きましたが、「もう少し頑張ったら、慣れます」
　と自分に言い聞かせました。しかし、３年半後、日本の寒さがまだ苦手です。気温の問題ではなくて、学
　校やマンション内が暖かくない！コーヒーをたくさん飲んで、ストーブの近くに座っても、まだ寒さを感
　じるのが信じられないです。
　　二番目の問題は洗濯。アメリカでは、洗濯機と乾燥機は「セット」で、片方だけあることは考えられな
　い！夏中、洗濯物を干す事は、もちろん何ともないけど、冬の間はすごく面倒くさいです。実は、アメリ
　カでは乾燥機を使わなければなりません。地域の皆さんが、「汚く見えるから、洗濯物を干すのはダメで
　す！」と言います。日本にいるとそのことはかまいませんけど、洗濯物を冬に干すと乾くのに時間がかか
　りすぎます。
　　そろそろ三番目の問題。普通は、自転車を乗ることが好きです。寒くなっても大丈夫です。でも、寒い
　＋雨＝苦しみ。きれいな雪はなかなか降らない。雨だけじゃなくて、山から強い風も吹きます。自転車を
　乗るのは好きだけれども、雨と風が来ると、足も手も感覚がなくなります。
　　つまり、僕は「冬嫌い」と言ったほうが適当かも知れません。あと３カ月頑張らなければならないけど、
　早く暖かくなってほしいです。その時まで、ストーブとコーヒーは僕の大友人です。

日本は最高、冬は最低


